
プロファイルに

設定を合わせる

ことでキャリブ

レーションせず

に、簡易的では

ありますが、

ICCプロファイ

ルを使ったカラ

ーマネジメントが可能です。

キャリブレーションする際も、モニターの設定をキ

ャリブレーションの目標値、例えばガンマ1.8や2.2に

合わせておけばプロファイルによる調整量が少なくて

すみ、トーンジャンプ等の弊害をある程度軽減するこ

とができます。

一番良いレベルの製品はColorEdgeシリーズで、こ

れらのモニターは一台毎に全階調を測定・調整して出

荷されています。モニター製造工場用に開発された測

定器を使いますので、市販の測色器を使ってキャリブ

レーションするよりも高い精度で調整ができ、実際の

使用においても滑らかで正確な階調表現を示します。

プロの写真家や印刷・製版業でColorEdgeモニターが

最も高く評価される部分がこの正確で滑らかな階調特

性なのです。

先月号ではLCDモニターのメリットを説明しました

が、今回はその弱点をどう克服するか、弱点を理解し

てどう使いこなすかを説明します。

モニターのカラースペース（色再現域）は下図のよ

うに３原色（RGB）を結んだ３角形で表すことができ

ます。

従来LCDモニターは最大輝度が重要視されたため、

できるだけバックライトを透過しやすいカラーフィル

ターが使われました。図でも分かるように3原色が白

に近い方が輝度を得るために有利なわけです。

EIZOでは早くから３原色をsRGBの規格(黒線の三

角)に近い値でパネルを設計・供給してもらうことで充

分な色域を確保してきました。今でも輝度と省電力が

重要なノートPC

用 の パ ネ ル は

sRGBに比べても

カラースペース

が狭くなってい

る場合が多いの

で注意が必要で

す。(緑線の三角

はAdobe RGBの

色域を示す)

上記のカラースペースや後で説明する階調特性を含

めて今尚発展途上のLCDパネルではsRGBやAdobe

RGBという標準RGB色空間があるにも関わらず、それ

らを正確に実現しようと開発される製品は少ないと言

えます。

モニター画面を全面白表示した際やデスクトップを

ニュートラルグレーに設定した際に画面の一部が暗か

ったり色見が違うのが一般的です。これはCRTモニタ

ーでも起り、どちらかと言うとLCDモニターよりも

CRTモニターの方が不均一性の原因は多いと言えま

す。

これはデジタル写真画像の表示には厄介な現象です。

というのも、画像の中心、左側、右側で明るさやグレ

ーの色見が違って見えると、部分的に明るさの調整を

する場合や補正の前後比較を並べて表示する場合など

で、微妙な調整が正しく表示されないことになるから

です。

現在ColorEdgeシリーズの「CG221」「CG211」

「CG241W」には、デジタル・ユニフォーミティ補正

機能が搭載されています。専用に開発されたICチップ

を搭載し、白だけでなく全階調で輝度ムラと色ムラを

低減し良好なユニフォーミティを実現しています。

下図はRGBのレベルが128のグレー画面で白い部分

は中心に対して⊿E（輝度を含む色差）が１以内のエリ

アを示します。白を含むその他のグレーでも最周辺部

を除き⊿Eは３以内に調整されています。この微妙な調

整を実現するためにモニター内部では各色16ビットで

演算され、12ビットのLUT（変換テーブル）を介して

表示されます。画像信号が完全にデジタルで高度に処

理されるColorEdgeモニターならではの高機能と言え

ます。

このように、LCDモニターではLCDパネルの特性

（弱点）をそのままで市場に送り出される製品が殆どで

ある一方で、その特性を高度な回路技術と調整ででき

る限り解消し、デジタル画像処理に要求されるレベル

まで高めた製品が存在します。

ご自分の要求レベルに合った製品をお選び下さい。

次号ではLCDモニターの弱点の一つである視野角特性

について説明いたします。

少なくともsRGB色空間を尊重し特性をこれに合わ

せると言う努力が成されれば、厳密なカラーマネジメ

ントを運用しなくてもモニター上で表現される色があ

る程度統一され予見できることになります。しかし、

市場にあるLCDモニター全般を見た場合そのような動

向も無いのが実情で、ノートPCを含めモニター毎に色

が違うというのが現実です。

CRTモニターでは輝度のコントロールはアナログ回

路であったため階調表現（入力値に対する明るさ）は

正確で均一であるかは別として滑らかな曲線を描いて

いました。LCDモニターに使われるLCDパネルはその

ままではCRTモニターの階調特性とはかなり異なる特

性を示すためパネルに回路を付け加えてCRTの階調特

性に近い形を作っていますが、滑らかな形にはなりま

せん。

黒からの低階調部が潰れ気味であったり白に近いハ

イライト部分も飛び気味といった状態のパネルがよく

見られます。これではキャリブレーションしないとデ

ジタル写真画像の調整には全く使えない状態で、キャ

リブレーションである程度の修正は可能ですが、残念

ながらこれらの傾向を全て取り去ることはできませ

ん。

市場に供給されているLCDモニターには階調特性に

関して3つのレベルの製品があると言えます。最も多

いのはLCDパネルの特性そのままでモニターに搭載さ

れているものでキャリブレーション無しで使うことは

避けるべき製品です。

次のレベルはEIZOのFlexScanに当たる製品群で、階

調特性は使われるパネルの平均値に対して予め設定さ

れた階調補正値を用いて補正されたものです。これら

の製品ではモニターの設定項目にガンマ値（階調特性

の指標）設定が用意されていて、モニターに添付ある

いはメーカーのホームページからダウンロードできる
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カラースペースが狭い
階調特性が滑らかでない

特性のバラツキが大きい（信用できない）

ユニフォ－ミティ補正

第3回

弱点の克服

工場用の測定器で全階調を測定


